0501　国際・社会探究Ⅰ～課題の再設定～
【本日の予定】
	　昨年の9月から、国際希望メンバーで探究活動を行ってきました。「国際・社会探究Ⅰ」を始めるにあたって、一度立ち止まって、自分たちの探究を見つめなおしてみましょう。
　どんな「想い」で今の探究を始めたのでしょうか。どんなことを「課題」に感じ、自分は探究活動を通してどのように「解決」したいと願っているのでしょうか。
　ある程度、探究活動を進めてきたからこそ、今、立ち止まることで、新たに見えてくることがあります。今日は改めて「問いの設定」に腰を据えて取り組んでみましょう。



1. ミニ・レクチャー「問いを立てる」
　＜重要＞	何がわかっていて、何がわかっていないか：①
　		
わかっていることは、本当に正しいか？　：②
　＜最重要＞
→自分は一体何をわかろうとしているのか		：③
✕「フィリピン語を習得するには？」
△「フィリピン語習得における一考察－W高校を事例に－」
〇「母語話者との定期的な会話は、独学よりも発音の自信に繋がるか
　　　　　　　　　　－W高校生に対する自己効力感の測定を通して－」
〇「フィリピン語歌謡の歌詞分析は、学習者の単語学習に対する心理的ハードルを下げられるか」

　＜ポイント＞　④対象（ターゲット）、方法、ゴール　　がはっきりしている！
もちろん、最初の問いは暫定的でOK！「持続的課題深化力」をつけていく

（１）一歩目は、先行研究を読むこと！
①調べた資料は必ず「スライド」「ノート」などにメモをしておく。
②メモをする際は「出典」を明記しておく。
③集めた情報を整理し、問いの変遷を記録する。迷ったら担当の先生と対話して整理する。

（２）先行研究のレビューができたら、担当の先生に報告に行く。
＊担当の先生との問答の中で、
　改めて「自分は何をしたいのか」「自分の探究の価値（意義）は何か」
　などについての考えを深めていく。

（３）以上が終わったら、継続研究をする。

2. 担当教員割振（別紙参照）

・名前の後ろの番号が、各グループの番号割振
・生徒共有＞02_社会科＞★国際・社会探究＞★R8国際・社会探究＞★国際・社会探究Ⅰ＞01各グループ作業フォルダ　に自分のグループフォルダを作成する。（例）00上戸

3. 今後の日程
	回数
	月日
	活動内容
	枠組み／備考

	1
	5/1
	課題の再設定①・探究
	問いの再設定
活動

	2
	5/7
	（木）課題の再設定②・探究
	

	3
	5/8
	探究①（1時間のみ）
	

	4
	5/22
	探究②、スライド作成
	

	5
	5/29
	テーマ助言会
	問いの修正

	6
	6/12
	クロスセッション・課題の修正
	

	7
	6/19
	探究③
	活動

	8
	6/28
	探究④
	

	9
	7/10
	WISF前日交流
	

	★
	7/11
	（土）Wakasa International Science Forum
	

	10
	7/17
	探究⑤
	夏休み活動計画

	夏休み（フィールドワーク、データ収集、分析）
国際探究科サマーセミナー
	＋秋休み活動計画



